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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
19
年
６
月
27

日
か
ら
８
月
10
日
に
か
け
て
平
成
18
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
13
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

お
よ
び
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
審
査

を
実
施
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水　

一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　

本
間　

勇
作

審
査
の
結
果

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
及
び
付
属
資

料
等
は
、関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、

計
数
及
び
予
算
の
執
行
は
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。な
お
、審
査
の

概
要
及
び
意
見
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
合
計
額

は
７
６
８
億
１
２
４
２
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

る
。自

主
財
源
で
み
る
と
市
税
の
調
定
額

61
億
４
７
０
８
万
２
千
円
に
対
し
収
入
未

済
額
は
８
．６
％
の
５
億
２
５
９
６
万
７
千

円
を
計
上
、そ
の
他
自
主
財
源
及
び
特

別
会
計
の
収
入
未
済
額
を
合
わ
せ
る
と

８
億
６
９
６
０
万
２
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
率
で
２
１
．６
％
、

１
億
５
４
４
６
万
９
千
円
増
加
、調
定
額
に
占

め
る
割
合
は
６
．７
％
に
も
な
っ
て
い
る
。自
主

財
源
の
安
定
的
な
確
保
と
、市
民
の
税
負
担

等
の
公
平
性
の
堅
持
か
ら
も
、市
税
並
び
に

使
用
料
及
び
負
担
金
等
の
普
段
か
ら
の
未
納

防
止
と
滞
納
整
理
に
努
力
さ
れ
た
い
。特
に

入
湯
税
は
預
り
金
で
あ
り
、滞
納
が
発
生
し

て
は
な
ら
な
い
。

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
お
け
る

使
用
料
や
負
担
金
等
の
収
入
未
済
額
の
う

ち
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
は
、清
掃

手
数
料
で
は
６
人
２
万
２
千
円
、公
営
住

宅
使
用
料
は
18
人
２
７
３
万
２
千
円
、下

水
道
使
用
料
で
１
６
０
件
５
０
万
６
千
円
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
･
分
担
金
で
96
人

１
１
０
０
万
６
千
円
で
あ
る
。受
益
者
公
平

の
原
則
か
ら
も
そ
の
対
応
を
即
検
討
さ
れ
た

い
。下

水
道
特
別
会
計
に
お
け
る
歳
入
総
額
に

占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
１
１
．８
％
と
改

善
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、き
わ
め
て
低
い
状
況

で
あ
る
。ま
た
、水
洗
化
率
は
４
８
．１
％
で
あ

り
今
後
と
も
水
洗
化
率
の
向
上
の
た
め
の
啓

蒙
普
及
を
図
り
、自
主
財
源
の
確
保
に
努
力

さ
れ
た
い
。

平
成
18
年
度
に
統
一
さ
れ
た「
上
下
水
道

料
金
シ
ス
テ
ム
」に
基
づ
き
、８
月
請
求
分
よ

り
水
道
会
計
使
用
料
、下
水
道
使
用
料
及

び
簡
易
水
道
使
用
料
の
徴
収
を
企
業
会
計

で
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、本
来
企
業
会
計
と
特

別
会
計
は
関
係
法
令
に
よ
り
組
織
や
制
度

並
び
に
事
務
処
理
の
方
法
が
異
な
る
も
の
で

あ
る
。そ
の
違
い
が
整
理
さ
れ
ず
に
、出
納
整

理
期
間
中
に
納
入
さ
れ
た
下
水
道
使
用
料

30
万
９
８
６
７
円
と
簡
易
水
道
使
用
料
及
び

手
数
料
21
万
５
９
３
９
円
が
水
道
企
業
会
計

の
預
り
金
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、下
水

道
、簡
易
水
道
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
18
年
度
特

別
会
計
決
算
で
未
納
扱
い
と
な
っ
て
い
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は
前
年
度
対
比
で
約

１
億
９
４
２
０
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、予
算

総
額
に
対
す
る
繰
越
額
の
割
合
は
３
．９
％
と

変
わ
ら
な
い
。年
度
内
に
お
け
る
予
算
の
計

画
的・効
率
的
執
行
に
努
力
さ
れ
た
い
。

一
部
に
組
織
機
構
の
不
具
合
が
見
受
け
ら

れ
、特
に
企
業
会
計
と
の
関
連
及
び
行
政
委

員
会
の
兼
務
に
問
題
が
あ
る
と
思
考
さ
れ

る
。法
の
主
旨
、県
内
の
状
況
等
を
参
考
に
勘

案
し
適
正
な
組
織
機
構
を
考
慮
さ
れ
た
い
。

生
活
交
通
確
保
対
策
運
行
費
補
助
金
と

し
て
１
億
８
７
９
８
万
９
千
円
支
出
し
て
い
る

が
、佐
渡
と
し
て
の
公
的
交
通
体
系
と
自
家

用
交
通
体
系
の
あ
り
方
等
の
調
査
研
究
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、バ
ス
の
運
行
状
態
の
調
査
と

実
態
把
握
を
さ
れ
、効
果
の
あ
る
交
通
施
策

を
検
討
さ
れ
た
い
。

工
事
管
理
課
に
お
い
て
執
行
し
た
請
負
工

事
４
６
４
件
の
入
札
平
均
落
札
率
は
９
５
．

０
４
％
で
あ
る
。随
時
監
査
に
お
け
る
工
事

監
査
４
件
で
は
、島
内
業
者
と
島
外
業
者
の

落
札
率
は
数
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
っ
た
。よ
り

一
層
競
争
原
理
の
働
く
入
札
方
法
を
検
討
し

採
用
さ
れ
た
い
。

合
併
前
の
企
業
誘
致
時
に
行
政
が
敷
地

確
保
の
た
め
債
権
者
と
債
務
者
の
仲
立
ち
を

し
、そ
の
土
地
賃
貸
料
を
一
般
会
計
を
経
由
し

て
歳
入
歳
出
を
し
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら

れ
る
。適
正
で
な
い
の
で
早
急
に
解
消
に
努
め

ら
れ
た
い
。

新
穂
地
区
最
終
処
分
場
に
お
け
る
水
処

理
施
設
用
地
等
の
賃
貸
借
契
約
書
に
記
載
の

番
地
は
佐
渡
市
旧
新
穂
村
有
林
野
条
例
第

３
条
第
２
項（
別
表
）で
は「
新
穂
青
木
使
用

地
」と
な
っ
て
い
る
が
民
法
第
２
６
３
条（
共
有

の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
）、地
方
自
治
法

第
２
３
８
条
の
６（
旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の

使
用
）の
法
律
に
基
づ
き
、「
新
穂
瓜
生
屋
の

使
用
地
」と
し
て
旧
来
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

た
も
の
で
あ
り
、現
条
例
は
不
適
正
で
あ
る
。

よ
っ
て
、平
成
16
年
３
月
１
日
現
条
例
が
施

行
さ
れ
た
日
以
降
、平
成
16
年
４
月
１
日
付

け
で
佐
渡
市
長
職
務
代
理
者
と
新
穂
瓜
生

屋
区
長
と
取
り
交
わ
し
た
土
地
賃
貸
借
契

約
書
の
締
結
は
従
前
か
ら
の
契
約
更
新
で
あ

り
、契
約
に
基
づ
く
使
用
料
の
支
払
い
は
可
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、前
述
の
旧
新
穂
村
有

林
野
条
例
の
表
現
に
は
、数
多
く
不
適
正
な

部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
改
正
さ
れ
た
い
。

財
産
管
理
に
つ
い
て
は
適
正
な
利
活
用
を

指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、新
市
へ
の
合

併
並
び
に
小
中
学
校
の
統
廃
合
等
に
よ
り
不

要
と
な
っ
た
動
不
動
産
及
び
備
品
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
処
分
促
進
に
努
力
さ
れ
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
54
施
設
を
19

団
体
に
委
託
運
用
し
て
い
る
。佐
渡
市
と
し

て
公
平
で
適
正
な
運
用
管
理
を
指
導
監
督

さ
れ
た
い
。

平成18年度

佐渡市各会計
決算および各基金の
運用状況の審査結果
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旧佐渡鉱山施設、長
ちょうこくじ

谷寺、本
ほ ん こ う じ

光寺が
　新たに登録有形文化財（建造物）に！

○佐渡鉱山　
　佐渡市下相川、（株式会社ゴールデン佐渡）
①旧佐渡鉱山　大

おおだてたてこう

立竪坑櫓
やぐら

②旧佐渡鉱山
　大

おおだてたてこうまきあげしつ

立竪坑捲揚室
③旧佐渡鉱山　道

どうゆうこう

遊坑
④旧佐渡鉱山　
　間

あい

ノ山
やましも

下アーチ橋
⑤旧佐渡鉱山　
　間
あい

ノ山
やまかみ

上アーチ橋

○長谷寺
　佐渡市長谷、（宗教法人長谷寺）
①長谷寺　本堂
②長谷寺　庫

く り

裏
③長谷寺　護

ご ま

摩堂
どう

④長谷寺　鐘
しょうどう

堂
⑤長谷寺　
　廻

かいろう

廊および札
ふだしょ

所
⑥長谷寺　中

なかのくら

之蔵
⑦長谷寺　米蔵
⑧長谷寺　寺

じ む

務所
じょ

⑨長谷寺　味噌蔵

○本光寺
　佐渡市沢根篭町、（宗教法人本光寺 ）
①本光寺　本堂
②本光寺　鐘楼
③本光寺　大門
④本光寺　塀

【答申が出された物件】 旧佐渡鉱山大立竪坑櫓

長谷寺本堂

本光寺本堂

　国の文化審議会は、このたび、全国208件の建造物を登録有形文化財にするよう答申を出
しました。佐渡市では、世界遺産登録を目指している佐渡金銀山の旧佐渡鉱山施設5件、畑
野地区の長谷寺9件、佐和田地区の本光寺4件が新たに登録有形文化財となります。
　これで佐渡市内の登録有形文化財の数はあわせて60件となりました。

【年金だより】社会保険庁から「ねんきん特別便」が届いた方に
お知らせします

　「ねんきん特別便」は、すべての被保険者および年金受給者の方に平成19年12月から平成20年10月までを目途に
順次送付されるものです。３月までに届いた方はご自身の基礎年金番号に結びついていないと思われる記録がある方
ですので、同封の加入記録を十分に確認していただき、記録訂正の有無を回答してください。

〇記録が漏れている可能性がある加入記録の例

　2番目の「東京株式会社」の資格喪失年月日と3番目「株式会
社ニイガタ」の資格取得年月日がつながっていませんので、記録
が漏れている可能性があります。
「ねんきん特別便」に関するご質問･お問い合わせ
ねんきん特別便専用ダイヤル　☎０５７０−０５８−５５５
「ねんきん特別便」のための臨時相談窓口
1月29日㈫�受付午前9時〜午後2時30分　トキのむら元気館

   定例社会保険事務相談所（年金相談等）
　トキのむら元気館（新穂瓜生屋362番地１）
1月16日㈬�受付��午後1時30分〜3時30分
1月17日㈭�受付��午前9時〜11時
2月20日㈬�受付��午後1時30分〜3時30分
2月21日㈭�受付��午前9時〜11時

◆お問い合わせ
新潟西社会保険事務所
☎₀₂₅︲₂₂₅︲₃₀₀₁
ねんきんダイヤル
☎₀₁₂₀︲₆₅₇₈₃₀ ☎₀₅₇₀︲₀₅︲₁₁₆₅
市役所　市民課（国保年金係）☎₆₃︲₅₁₁₂
または各支所市民課（国民年金担当係）

基礎年金番号　1234-567890 生年月日　昭和17年1月15日

1 国年 国民年金 昭和 37.1.14 昭和 39.4.1 27
2 厚年 東京株式会社 昭和 39.4.1 昭和 43.1.1 45
3 厚年 株式会社ニイガタ 昭和 45.4.1 昭和 53.7.1 99
4 国年 国民年金 昭和 53.7.1 昭和 54.1.1 6

番
号
加入
制度

お勤め先の名称
または共済組合名等

資格取得
年月日

資格喪失
年月日

加入
月数


